
（ 30. 5. 1 ）　　　館林市議会だより　（4）

■災害時の危機対応能力の高いまちづくりに資する事業
　東京大学特任教授の片田敏孝氏を市の防災アドバイザーに置
き、公民館を拠点とした地区防災計画の推進を図ることや、新
たな浸水想定に対応した洪水ハザードマップを作成するほか、
大規模災害等に備え、事前防災・減災と、迅速な復旧・復興
に資する館林市国土強靭化地域計画を職員の手作りにより策定
するなど、危機対応能力の高いまちづくりを推進します。また、
強靭なまちづくりに向けて、関係機関との実践的な連携を強化
するため、市防災訓練を実施するとともに広域防災拠点の整備
を進めます。
■健康寿命を伸ばし、生涯現役のまちづくりに資する事業
　生涯にわたり健康でいきいきと生活できるよう、産学官連携
によるプラットフォームを活用し、ウォーキングによる健康づ
くりの推進など、健康寿命の延伸に取り組みます。また、定年
後の就農の足掛かりとなるよう、帰農者研修経費の一部を助成
する農業担い手育成支援金を創設します。
■個性にあった教育と、仕事が見つかるまちづくりに資する事業
　東京大学先端科学技術研究センターによる「異才発掘プロジ
ェクトＲＯＣＫＥＴ」と連携して、ユニークな子どもたちに、
新しい学びの場を提供し、一人ひとりの個性に応じた支援を行
います。また、地域の教育力を学校運営に生かす「コミュニティ・
スクール」（学校運営協議会制度）を導入し、教育目標を共有し
ながら、学校、地域住民、保護者の組織的・継続的な連携を図
ります。さらに、生活困窮世帯を対象とした子どもの学習支援
事業を実施し、これまでの小学生の国語、算数のほか、新たに
中学生に対する英語の学習支援に取り組みます。このほか、就

予 算 特 別 委 員 会

歳　　　入 歳　　　出
項　目 予算額（千円） 構成比（%） 項　目 予算額（千円） 構成比（%）
市 税 11,407,559 40.6 総 務 費 2,486,283 8.8
地方交付税 2,060,000 7.3 民 生 費 8,916,554 31.7
国庫支出金 3,138,709 11.1 衛 生 費 3,848,047 13.7
県支出金 2,254,622 8.0 商 工 費 1,799,920 6.4
繰 入 金 1,873,883 6.7 土 木 費 3,282,087 11.7
諸 収 入 2,018,027 7.2 教 育 費 3,692,491 13.1
市 債 2,408,200 8.6 公 債 費 2,240,337 8.0
そ の 他 2,964,000 10.5 そ の 他 1,859,281 6.6
計 28,125,000 100.0 計 28,125,000 100.0

平成30年度　一般会計予算

会　計　別 予算額（千円）
国民健康保険特別会計  8,413,365
下 水 道 事 業 特 別 会 計 1,792,311
農業集落排水事業特別会計 46,322
介 護 保 険 特 別 会 計 6,450,536
後期高齢者医療特別会計 861,857

平成30年度　特別会計予算

提案説明による主要な施策

３月５日の本会議において、予算審査の重要性にかんがみ、議員全員による予算特別委員会を設置。平成30年度一般
会計予算をはじめ、５つの特別会計予算が付託され、12 日、14 日、15 日の３日間にわたり審査が行われました。
審査の結果は、一般会計、国民健康保険及び介護保険特別会計は賛成多数で、下水道事業、農業集落排水事業及び
後期高齢者医療特別会計は全員一致をもって、それぞれ原案のとおり可決すべきものと議決されました。
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諮 問 
第1号 館林市名誉市民推挙について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 同意

諮 問 
第2号

人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 推薦に

つき同意

【○：賛成　●：反対　欠：欠席】

労支援強化事業では、発達障がい者等支援講座を開催するなど、
個性にあった職場環境づくりに努めます。
■館林の観光・食・農産物のブランド力の向上に資する事業
　たてばやし商業支援事業において、遊休不動産を再生・利活
用するリノベーションの手法を用いて、エリア価値を高めるま
ちづくりを推進するため、リノベーションスクールを開校しま
す。また、たてばやしブランド商品化支援補助金により、新た
に花ハスなど地域性を生かした「たてばやしブランド品」の商
品化を支援し、産業振興を図ります。さらに、うどんやラーメ
ンなど、本市の麺のおいしさについて周知するグルメマップを
作成するほか、沼や城下町など、本市の風景や歴史などをテー
マとした SNS 写真コンテストを実施して、観光における市内の
回遊性を高めます。こうした施策をより効果的に展開するために、
これは人事案件ではありますが、新年度より東京銀座のぐんま
ちゃん家に職員を一名派遣することを検討しています。
■人口減少時代に対応した持続可能なまちづくりに資する事業
　企業の本社機能を誘致し、新たな雇用を創出するとともに、
社員の移住による人口増加や地域経済の活性化に努めます。また、
移住定住促進通勤支援金（通称 快適通勤特急券等購入費補助）
を創設して、新卒者などが東京都内や都内を経由して通勤する
際に購入した特急券やグリーン券の費用を助成し、移住定住の
促進に努めます。さらに、農業分野においては、園芸施設の環
境制御装置導入を促進すべく、新技術導入事業費補助金を創設
します。また、農林大学校等への就学支援金を創設し、農業の
担い手や新規就農者を支援し、持続可能な農業、農村の形成に
取り組みます。

一般会計予算は
総額２８１億２５００万円


